
 

 
  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①SSH の取組と各教科
での取組を相関さ
せ、問題解決能力の
育成を図る。 
②新たな教育課程に
基づく生徒の進路実
現を達成するために
指導環境の整備と教
育課程の検証・改善
および生徒の学習体
制の構築を行う。 

①ICT を活用した授業展
開を行い、学習内容の質
を高めるとともに、SSH
の取組と教科の取組を結
びつける。 
②「指導と評価の一体
化」を踏まえた主体的・
対話的で深い学びの視点
からの授業改善を進め、
生徒の自主的な自宅学習
の向上を促す。 

①各教科で、引き続き授
業改善に取り組み、ICT
を効果的に活用する。 
①デジタルポートフォリ
オ等を利用し、生徒一人
ひとりが教科を越えて学
びの総活ができる仕組を
構築する。 
②指導と評価が一体化し
た年間指導計画を整え、
教科を越えて主体的・対
話的で深い学びを実現す
るための授業改善を進め
る。 

①各教科で、授業改善に
取り組み、その成果とし
てデジタルポートフォリ
オの活用ができたか。 
 
②指導と評価が一体化し
た年間指導計画が立てら
れているか。 
②教科を越えた授業改善
が行われたか。 

①10 月に開催した公開
研究授業などを含め、
教育目標に掲げる育成
する５つの能力を意識
した授業改善を行うこ
とができた。 
①７教科 10 科目での取
り組みがデジタルポー
トフォリオとして「Pサ
イト」に掲載された。 
 
②年度当初に設定をし
た評価規準に基づき、
各観点を通した評価を
行うことができた。 

①研究授業にとどま
らず、各教科の実践
を校内で更に共有で
きる体制を検討。デ
ジタルポートフォリ
オの目的を教員で改
めて共通認識し、よ
り多くの科目での運
用を目指す。 
 
②教科横断的な活動
や前年度の達成状況
を加味した評価規準
をもとに、年間計画
を作成し、達成に向
けた指導の工夫を図
る。 

①教科連係、教科横断

的な活動について、探

求学習と連携し探求課

題の検討に発展・展開

できるように実施して

もらいたい。 
②生徒や保護者からの

アンケート内容を数字

化して、達成状況を比

較検討できるようにし

て、よりよい授業改善

に取り組んでもらいた

い。 

①研究授業など互い
の授業を見合う体制
を構築することがで
きているが、教科内
での共有に留まりが
ちである。また、
「P サイト」につい
ては本来の目的と活
動内容が少し解離し
ている点が見受けら
れる。 
②授業改善の達成度
の確認について具体
的な指標がないた
め、次年度以降検討
していきたい。 

①日頃の授業内容
など各教科の取組
を教科を超えて共
有する手法を検討
する。「P サイ
ト」運用の目的で
ある「メタ認知」
に対する教員の理
解を深める。 
②授業評価アンケ
ートなどにおける
教科横断を意識し
た授業を感じた割
合が一定数を超え
るよう検討する。 
 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①日々の学校生活や
生徒会活動の場面
で、自発的・主体的
に行動できる人材の
育成を図る。 
②教育相談体制を充
実させ、支援が必要
な生徒に対して柔軟
な働きかけを行う。 

①学校行事や部活動など
学年を越えた集団活動を
通して、個々の役割を自
覚し、それぞれの責任を
果たす姿勢を身に着けさ
せる。 
②支援が必要な生徒の情
報を職員全体で共有し、
すべての生徒が健康で安
全な学校生活が送れる体
制を整える。 

①主体となる生徒との連携
を密にし、情報共有を行
い、支援・指導が必要なポ
イントを絞り安全で安心な
活動を保障する。 
②校内での教育相談担当者
を中心に、家庭や SC・SSW
と連携を図りながら課題の
解決をサポートする。 

①健康的で安全な行事が実
施されたか。生徒の主体性
を支援することができた
か。 
 
②課題を抱える生徒に対
し、様々な視点を持った多
くの職員がかかわることに
よって、多角的に支援する
ことができたか。 

 

①記念祭・合唱祭など
年間の主となる行事が
生徒の主体的な活動の
もと実施され必要な支
援をすることができ
た。 
 
②課題を抱える生徒に
対し学年団のみならず
多くの職員が関わり、
多方面にわたった支援
ができた。 

①時代の流れや、気
候の変動などに伴う
行事の縮小化や日程
の見直しについて検
討していく必要があ
る。 
 
②教育相談について
一部職員の負担を軽
減するため、問題発
生時の対応をマニュ
アル化していく。 

①行事の形式を従来通

りではなく、学校組織

の現状や地域との連携

の中で、現状に適合し

た形式に変更すること

が重要なのではない

か。 

①学校行事・部活動
等大きな事故なく安
全な活動を支援でき
た。一方で係の生徒
だけが疲弊する傾向
が年々顕著になって
いる。全校の意向を
くみ取りながら必要
最小限の労力で達成
感を味わえる環境づ
くりに配慮したい。 
②課題を抱える生徒
への対応について、
一部の職員に負担が
かかっている状況が
あるため、マニュア
ル化し、組織的な対
応を図る必要があ
る。 

①行事や部活動で
継承されている伝
統の見直しを行
う。時代の流れ、
周囲への配慮を念
頭に置き、生徒会
活動、特別活動を
支援していく。 
②悩みを抱える生
徒が支援を求めや
すい環境づくりと
して、教育相談体
制をフローチャー
ト化し職員に共有
する。窓口を増や
し多くの職員が関
わることができる
体制づくりをす
る。 

３ 進路指導・支援 

①なりたい自分を探
求し、その実現を目
指すための進路行事
や学習活動を充実さ
せる。 
②個別面談、教員研
修を通じ、新たな教
育課程や入試制度に
柔軟に対応すること
のできる支援体制を
構築する。 

①生徒の個々の進路目
標を見据えた進路指
導・進路行事を計画
し、その充実を図る。 
 
②面談や模擬試験の機
会を活用し、生徒の悩
みや進路実現に向けた
適切な支援を行う。 

①生徒が多様な選択肢を
理解し、具体的な進路を
イメージできるような進
路指導・進路行事を計画
し、その充実を図る。 
②模擬試験の振り返りや
面談を通して、生徒の強
みや弱みを把握し、具体
的な対策や学習計画を支
援する。 
 
 
 

①適切な時期・内容でキ
ャリアガイダンスを行う
ことができたか。 
 
 
②模擬試験の振り返りや
面談を通して、生徒の課
題の把握やフィードバッ
クができたか。 

 

①各学年、生徒のモチ
ベーションを維持する
ため、適切な時期に進
路集会の形でガイダン
スを行うことができ
た。 
 
②ベネッセ・河合塾が
提供する模試結果の分
析システムを使い、
個々の生徒に寄り添っ
たアドバイスを各クラ
スで行うことができ
た。 

①進路行事・ガイダ
ンスの時期・内容が
適切であったか、１
年間の振り返りを通
して検証する必要が
ある。 
 
②進路先（出口）の
サポートだけでな
く、教科指導を通し
て生徒のサポートを
できているかを考え
る必要がある。教科
会を通し、検証す
る。 

①各学年で段階を追っ

て進路指導するように

指導計画を整備したこ

とは評価できる。SSHの

探究活動や学校外のコ

ンテストなど実績に基

づく推薦選抜や総合型

選抜の実績が増えるこ

とを期待したい。 

 

①３年間の進路指導
計画を整備し全職員
で共有できた点は、
成果として評価でき
る。 
②学校推薦型選抜や
総合型選抜の実績に
ついて、コンテスト
や校内での探求活動
の実績はあるもの
の、それが選抜試験
に具体的につながっ
ていないことが課題
である。 

②特に学校推薦型
選抜や総合型選抜
において、大学が
求める人材につい
ての理解を深める
とともに、ただ
「取り組んだ」
「賞を取った」に
留まらない、成功
体験や失敗体験に
つながる活動を目
指す。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①家庭や地域、同窓
会等との協働を進
め、信頼される学校
作りの更なる発展を
目指す。 
②SSH の活動において
他の教育機関や企
業・地域との連携を
強め、コンソーシア
ムの構築を目指す。 

①保護者や地域住民等
と協働・連携した教育
活動や地域貢献活動等
を充実させ、様々な手
段で外部に発信する。 
②SSH 指定の取組につ
いて、地域社会等にＰ
Ｒするとともに、大学
等との連携を強化して
いく。 
 

①学校ホームページ、学
校説明会、文化祭及び地
域貢献デーなどの行事を
通じて、地域の小中学校
と連携した実績や SSH の
取組について発信する。 
①同窓会活動への理解を
深めるために協働して活
動の改善点を検討してい
く。 
②SSH 運営指導委員であ
る大学教授等の指導・助
言を生徒研究に直接反映
できる仕組を構築する。 

①学校ホームページ、学
校説明会、文化祭及び地
域貢献デーなどの行事を
通じて本校の取組を発信
できたか。 
①同窓会と連携し活動へ
の理解が深められたか。
同窓会入会者の数が増え
たか。 
 
②SSH の活動の中で大学
教授等の指導・助言を生
徒研究に反映できたか。 
 

①学校説明会では、生
徒会役員と協力し、内
容の見直しを行った。
本校の特色や魅力を明
確に伝えることができ
た。今年度は部活動体
験も同日開催したこと
で、受験生の満足度も
高かった。事前予約で
は部活動体験と学校説
明会の申込期日が異な
り、混乱を招いた。 
 
②研究計画書を事前に
有識者の方に見ていた
だくことで、研究テー
マの妥当性について教
員・生徒ともに考える
機会を作ることができ
た。 

①生徒が伝えたい内
容と教員が伝えたい
内容の乖離をなく
し、本校がどのよう
な生徒を求めるの
か、共通理解をもっ
て進めていく必要が
ある。学校説明会・
部活動体験の案内を
より分かりやすくす
る必要がある。 
②年に２回の機会を
効果的に生徒研究に
反映できたかという
と疑問が残る。次年
度から行う「外部連
携」により、これま
でより指導・助言を
もらう回数が増える
ためこの点を生徒研
究の発展に生かす。 

①探究活動や学外のコ
ンテストなどの実績に
基づく、推薦選抜や総
合型選抜の実績が増え
ることを期待してい
る。またその実績を、
学校説明会等を通じ校
外へアピールすること
や、在校生・保護者へ
も周知することでより
探究学習に厚みを持た
せることを期待した
い。 
②引き続き、桜蔭会
（同窓会）や希望ケ丘
商店街とも共同してSSH
の探究活動や部活動な
ど、より充実させてい
くことも検討してもら
いたい。 

①学校説明会などを
通じ、教職員と生徒
会役員が協働し、今
まで以上に学校の魅
力や特色を伝えるこ
とができアンケート
でも高評価を得るこ
とができた。 
①学校運営協議会を
通し、委員の方々か
ら貴重な意見をいた
だく機会を持つこと
ができた。 
②次年度から「外部
連携」を実施できる
体制を整えることが
できた。来年度は実
施初年度と様々な課
題が出てくると考え
られる。 

①学校説明会では
本校がどのような
生徒を求め、これ
からどのような学
校にしていくの
か、現在の活動内
容や進路実績など
説明会で伝える内
容、方法を生徒と
さらに検討してい
く。 
②見つかった課題
の１つ１つをに対
し外部メンターの
先生方と連携しな
がら解決してい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革に向け
て、Teamsや ICT機器
の使用方法を更に思
索し業務の効率化を
図る。 
② 生徒主体の学校行
事等をさらに発展さ
せ、課題発見・解決
能力の育成を図る。 
③社会から求められ
る様々な教育ニーズ
に対応できる教員指
導力の向上を目指
す。 

①業務の効率化に向け
て有用なツールの導入
を検討する。 
①各種の研修を通じ
て、教職員の ICT 活用
スキルを高める。 
②学校行事の際に、ICT
機器を積極的に活用し
ていく。 
③人権や教育相談の視
点から生徒との関わり
を再点検する。 
 

①一部の科目で試験的に
新たなツールを導入し運
用に向けた準備を整え
る。 
①各種の研修を通じて、
教職員の ICT 活用スキル
を高める。 
②文化祭や陸上競技大会
等で、Teams や Forms 等
を活用し、ペーパーレス
化や円滑な運営を図って
いく。 
③様々な研修会を通して、
人権や教育相談といった視
点から、これまでの教育活
動を見直す機会とする。 
 

①次年度の予算を確保し
本格導入に向けた準備が
できたか。 
①教職員対象の ICT 活用
スキルを高める研修が実
施できたか。 
 
②Teams や Forms 等を活用
し、連絡やアンケートがス
ムーズに行われたか。 
 
③研修を通じて、職員の共
通理解が深まったか。 

①デジタル採点のツー
ルを試験的に導入し、
４教科で運用された。
採点業務における業務
の効率化を図れた。 
①年度始めに「デジタ
ル・ポートフォリオ」
に関する研修を実施し
た。 
 
②様々な場面でTeams・
Formsを活用する場が日
常化してきている。 
②研修を通して理解し
た内容を積極的に授業
に活用する職員が増え
ている。 
 
③１回：デートＤＶ、
２回：ＬＧＢＴＱ、３
回：対人関係のスキル
と適切な交際関係を築
くために、をテーマに
外部講師を招いて研修
を行った。３回は１，
２年生徒と教員を対象
とした。職場において
普段から心がけなけれ
ばならないこと、疑問
や不安を持つ事柄につ
いて講師に質問ができ
た。 

①次年度から県で予
算化される予定。ツ
ール変更への対応。
さらに活用教科・科
目を増やしていく。 
①研修の回数、他の
教員の取組の共有、
どちらの点も充分で
はなかった。教員の
ニーズを把握し、負
担減と専門性の活用
のために、外部講師
を招き、より効果的
な研修を検討・開催
していく。 
②一人一台 PC・Teams
の活用が進み、同時
に複数教室でTeamsを
使用して授業を行う
と通信に不具合が生
じる。SS 希望など学
年が一斉に同じ作業
をすると教室では作
業が進まなくなる。
通信環境の整備が急
務である。 
③研修において理解
が深まる人、過信が
障害となり理解が深
まらない人、様々で
あるが、その時々に
あったテーマで今後
も継続していく。 

①②③時代に沿った先

進的な取組を行ってい

ると感じた 

①③外部講師を積極的

に招いて、教職員の負

担軽減・スキルアップ

を積極的に目指して欲

しい。 

①デジタル採点等、
職員の業務負担を削
減するツールを活用
する機会が増加し
た。今後、デジタル
採点に対応する作問
を増やすなど生徒の
学びと並行して、職
員の負担減、そこか
ら生まれる時間的余
裕を生徒に還元でき
るようにしていく。 

①外部指導者・専
門家を招聘するた
めの予算を活用
し、より多くの職
員へデジタルツー
ルへの理解を進め
ていく。 

 


